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1.フェニルカルバモイル(Car)基はアシル基と区別して各々を脱保護できる有用な保護基で

あるil｡昨年の年会において我々はCar基がグリコシル化反応の際にアシ)i,基と同等の隣接

基関与を示すことを明らかにし､これらの特性を利用しさらに､新タイプのグリコシル化反

応の立体コントロールが可能であることを報告した2)｡しかし､一級水酸基を有する糖受容

体とのグリコシル化反応のみの検討で､まだ実用性を明らかにするには至っていなかった｡

そこで我々は､本手法の適用範囲を広げるため､2位または6位にCar基を有する棒供与体
と二親水酸基を有する糖受容体を用いてグリコシル化反応を行ったDまた脱離基を種々変え

グリコシル化軌芯を行い収率､選択性についても合わせて検討し､有用な知見が得られたの

で報告する0

2,3.2位または6位にCar基を有する糖供与体を骨法に従い簡便に合成し､これらを用いて

グリコシル化反応を行った (Table)Oその結果､二級水酸基を有する糖受容体では一級水酸

基を有する糖受容体に比べやや収率が落ちるものの立体選択的なグリコシル化反応が進行

したoまた､チオグリコシド､イミデート糖供与体を用いた場合でも収率､選択性には影響

がなくグリコシル化反応が進行した｡以上の結果から本手法が実用的な糖鎖合成法となるこ

とが明らかになった｡現在この手法を利用した生理活性糖銃の合成を検討している.
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